
生
活
文
化
の
違
い
を
豊
か
さ
に

多
文
化
共
生
教
育
を
定
着
さ
せ
よ
う

国
際
化
が
進
み
、
海
外
で
長
期
間
生
活
し
た
あ
と
帰
国

す
る
子
や
さ
ま
ざ
ま
な
国
か
ら
来
日
す
る
子
ど
も
た
ち
が

増
え
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
子
ど
も
た
ち
を
地
域
の
学
校
で

ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
て
い
く
の
か
。
海
ダト
で
身
に
つ
け

た
生
活
文
化
や
習
慣
の
違

い
を
認
め
、
互

い
を
尊
重
し
、

共
に
育

っ
て
い
く
。
そ
れ
を
中

ミ
に
お

い
た
多
文
化
共
生

教
育
は
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
課
題
の

一
つ
で
も
あ
る
。
多

様
な
生
活
文
化
の
共
存
に
よ

っ
て
、
よ
り
豊
か
な
地
域
社

会
を
条

い
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
。



場

人
権
感
覚
に
鈍
い
現
場
も

今
年
７
月
、
大
阪
市
の
市
立
中
学
校

へ
の

編
入
を
希
望
し
た
タ
イ
人
の
女
子
生
徒

（１２
）

の
受
け
入
れ
が
大
幅
に
遅
れ
て
い
た
こ
と
が

新
聞
報
道
な
ど
で
明
ら
か
に
な

っ
た
。
大
阪

市
で
は
外
国
籍
の
子
を
居
住
地
の
小

・
中
学

校
で
受
け
入
れ
る
こ
と
を
決
め
て
お
り
、
通

常
な
ら
１
週
間
前
後
で
編
入
で
き
る
。
と
こ

ろ
が
、
学
校
側
の
不
適
切
な
対
応
で
、
す
ぐ

に
入
学
申
請
書
が
保
護
者
に
渡
さ
れ
ず
、
入

学
す
る
の
に
１
カ
月
も
か
か

っ
て
い
た
。

新
聞
報
道
な
ど
に
よ
る
と
、
こ
の
女
子
生

徒
は
、
父
親
が
日
本
人
で
母
親
が
タ
イ
人
。

５
月
に
来
日
し
、
日
本
語
の
読
み
書
き
や
会

話
は
で
き
な
い
。
両
親
は
６
月
１
日
に
中
学

校
に
１
年

へ
の
編
入
希
望
を
伝
え
る
と
、
学

校
内
で
議
論
が
も
ち
あ
が

っ
た
。　
一
部
教
師

の
間
か
ら

「
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
な
ど

条
件
が
整
わ
な
い
と
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
」

「
ほ
か
の
学
校
に
行
け
ば
い
い
」
と
い

っ
た

声
が
で
た
と
い
う
。

日
本
語
が
で
き
な
い
た
め
小
学
６
年

へ
の

編
入
を
勧
め
ら
れ
た
が
、
本
人
の
希
望
で
中

学

へ
の
編
入
を
決
め
、
保
護
者
は
１７
日
に
再

び
中
学
校
を
訪
ね
た
。
そ
の
際
、
区
役
所
に

提
出
す
る
入
学
申
請
書
が
渡
さ
れ
な
か

っ
た
。

学
校
が
受
け
入
れ
を
め
ぐ

っ
て
混
乱
し
て
い

る
こ
と
を
知

っ
た
市
教
委
は
速
や
か
に
受
け

入
れ
る
よ
う
指
導
し
た
結
果
、
２４
日
に
申
請

書
が
渡
さ
れ
、
結
局
、
生
徒
が
登
校
で
き
た

の
は
７
月
１
日
だ

っ
た
。

そ
れ
で
も
、
通
学
を
始
め
た
も
の
の
、
生

徒
が
所
属
す
る
ク
ラ
ス
が
決
ま
ら
ず
、
二
週

間
に
わ
た
り
管
理
職
や
他
学
年
の
教
員
ら
に

よ

っ
て
別
室
で
指
導
が
行
わ
れ
た
。
そ
ん
な

混
乱
ぶ
り
を
深
刻
視
し
た
学
校
関
係
者
を
通

し
て
事
態
が
学
校
外
に
も
伝
わ

っ
た
。
校
長

海の恵み にがりを残した

|す
ヤ
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は

「受
け
入
れ
を
拒
否
し
た
と
取
ら
れ
る
行

動
が
あ

っ
た
こ
と
は
、
良
く
な
い
こ
と
だ

っ

た
。
こ
れ
か
ら
生
徒
が
安
心
し
て
学

べ
る
よ

う
態
勢
を
整
え
た
い
」
と
話
し
て
い
る
が
、、

入
学
を
引
き
伸
ば
さ
れ
た
生
徒
や
保
護
者
の

心
痛
は
は
か
り
し
れ
な
い
。

大
阪
市
教
育
委
員
会
指
導
部
の
人
権

・
国

際
理
解
教
育
担
当
者
は
い
う
。

「生
徒
を
受
け
入
れ
る
か
ど
う
か
、
議
論

す
る
こ
と
自
体
が
お
か
し
い
。
ど
う
し
て
そ

ん
な
に
遅
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
か
、
残
念

で
仕
方
が
な
い
」

大
阪
市
内

の
教
育
現
場
な
ど
に
配
ら
れ
て

い
る
広
報
誌

「
教
育
大
阪
」
（大
阪
市
教
育

振
興
公
社
発
行
）

の
５
月
号
で
、
「
帰
国

・

来
日
等
の
子
ど
も
の
教
育
を
す
す
め
る
た
め

に
」
と
題
し
た
記
事
を
大
き
く
と
り
あ
げ
、

学
校

へ
の
円
滑
な
受
け
入
れ
と
対
応
が
図
れ

る
よ
う
に
呼
び
か
け
た
ば
か
り
だ
。
大
阪
市

は
１
９
８
４
年
度
に

「
帰
国
し
た
子
ど
も
の

教
育
セ
ン
タ
ー
校
」
を
初
め
て
開
設
し
、
他

都
市
に
比
べ
て
人
権
教
育
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
て
き
た
だ
け
に
、
教

育
現
場
に
お
け
る
人
権
感
覚
の
鈍
さ
に
市
教

委
幹
部
は
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
を
受
け
入
れ
る
学
校
も
増
え
、

日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
な
ど
定
住
外
国
人
が
多
数

住
む
地
区
で
は
、
新
入
生
の
６０
％
以
上
を
外

国
人
児
童
が
占
め
る
公
立
小
学
校
ま
で
も
あ

る
ほ
ど
だ
。
文
部
科
学
省
の

「
日
本
語
指
導

が
必
要
な
外
国
人
児
童
生
徒
の
受
入
れ
状
況

調
査
」
（
２
０
０
８
年
度
）
に
よ
る
と
、
日

本
語
指
導
が
必
要
な
外
国
人
児
童
生
徒
数
は

２
８
、
５
７
５
人

（対
前
年
度
比
１２

ｏ
５
％
）

で
、
調
査
開
始
以
来
最
も
多
い
数
と
な

っ
て

い
る

（
２
０
０
８
年
９
月
１
日
現
在
）
。
学

校
種
別
の
在
籍
者
数
を
み
る
と
、

小
学
校
は
１
９
、
５
０
４
人
で
７
ｏ
５
％
増

中
学
校
は
７
、
５
７
６
人
で
２６
ｏ
７
％
増

高
校
は
１
、
３
６
５
人
で
１
１
５
ｏ
５
％
増

中
等
教
育
学
校
は
３２
人
で
２８

ｏ
Ｏ
％
増

特
別
支
援
学
校
は
９８
人
で
１６

・
７
％
増

と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
国
籍
を
有

す
る
日
本
語
指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒
数
は
、

４
、
８
９
５
人
で
Ｈ

ｏ
７
％
増
だ

っ
た
。

日
本
語
指
導
が
必
要
な
外
国
人
児
童
生
徒

の
う
ち
、
実
際
に
日
本
語
指
導
を
受
け
て
い

る
者
の
数
は
２
４
、
２
５
０
人
で
、
そ
の
割

合
は
８４

・
９
％
で
、
前
回
調
査
よ
り
ｌ

ｏ
４

％
増
加
し
た
。

母
語
別
に
み
る
と
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
母

語
と
す
る
者
が
最
も
多
く
、
全
体
の
４
割
を

占
め
て
い
る
。
ま
た
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
中

外
国
人
の
子
も
無
償
受
け
入
れ

憲
法
及
び
教
育
基
本
法
は
、
国
民
は
そ
の

保
護
す
る
子
女
に
普
通
教
育
を
受
け
さ
せ
る

義
務
を
負

っ
て
い
る
。
普
通
教
育
を
受
け
さ

せ
る
義
務
は
、
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
に
課

せ
ら
れ
た
も
の
で
、
外
国
人
に
は
課
せ
ら
れ

な
い
と
解
釈
も
で
き
る
。
し
か
し
、
国
際
人

権
規
約
等
の
規
定
を
踏
ま
え
、
公
立
の
小
学

校
、
中
学
校
等
で
は
入
学
を
希
望
す
る
外
国

人
の
子
ど
も
を
無
償
で
受
け
入
れ
る
等
の
措

置
を
講
じ
、
日
本
で
は
外
国
人
の
子
ど
も
の

教
育
を
受
け
る
権
利
を
保
障
し
て
い
る
。

現
在
で
は
、
日
本
語
が
う
ま
く
で
き
な
い

錢二.鱚



国
語
及
び
ス
ペ
イ
ン
語
の
３
言
語
で
全
体
の

７
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。

在
籍
人
数
別
学
校
数
で
は

「
１
人
」
在
籍

校
が
全
体
の
約
半
数
を
占
め
、
「
５
人
未
満
」

在
籍
校
が
全
体
の
８
割
近
く
を
占
め
る
。

鮨鰤 :

一
方
、
「
３０
人
以
上
」
在
籍
校
は
増
加
し

て
い
る
。
在
籍
市
町
村
数
は
８
９
２
市
町
村

（全
市
町
村
の
４９

ｏ
９
％
）
で
前
年
よ
り
４‐

市
町
村
増
加
し
て
い
る
。

滲
舶鑽』

全
国
の
大
都
市
の
中
で
も
大
阪
市
に
は
、

ア
ジ
ア
を
中
心
に
多
く
の
外
国
人
が
住
ん
で

い
る
。
義
務
教
育
年
齢
に
達
す
る
子
ど
も
が

い
る
外
国
籍
住
民
に
対
し
て
各
区
役
所
か
ら

日
本
語
、
中
国
語
、
韓
国
語

・
朝
鮮
語
、
英

語
の
４
言
語
で
就
学
案
内
を
送
付
。
ま
た
義

務
教
育
年
齢
の
子
ど
も
が
外
国
人
登
録
を
し

た
と
き
に
は
、
区
役
所
、
学
校
、
教
育
委
員

会
が
連
携
し
て
す
ぐ
に
就
学
で
き
る
よ
う
に

努
め
て
い
る
。
広
報
誌

「教
育
大
阪
」
に
よ

る
と
、
そ
の
現
状
は
次
の
と
お
り
だ
。

２
０
０
８
年
３
月
末
現
在
の
、
大
阪
市
の

外
国
人
登
録
者
数
は
約
１２
万
１
０
０
０
人
を

超
え
て
い
る
。
国
籍
別
で
は
、
韓
国

・
朝
鮮

籍
が
そ
の
７
割
程
度
を
占
め
て
い
る
。

新
た
に
来
日
す
る
外
国
人
登
録
者
の
う
ち
、

日
系
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
、
ペ
ル
ー
人
を
は
じ
め

と
し
た
定
住
者
資
格
を
持

つ
日
系
人
の
登
録

状
況
は
横
ば
い
だ
が
、
中
国
や
そ
の
他
さ
ま

ざ
ま
な
国
か
ら
来
日
す
る
外
国
人
が
増
加
し
、

定
住
者
、
日
本
人
の
配
偶
者
、
留
学
生
な
ど

在
留
資
格
は
多
様
だ
。

大
阪
市
に
は
小

・
中
■
特
別
支
援
学
校
を

大
阪
で
は
三
分
の

一
以
上

辟

一



合
わ
せ
て
約
４
４
０
校
あ
る
が
、
こ
こ
に
在

籍
す
る
外
国
人
児
童

・
生
徒
数
は
約
４
４
０

０
人
を
数
え
る
。
単
純
に
学
校
数
で
割
る
と
、

一
校
あ
た
り
１０
人
い
る
計
算
に
な
る
。
こ
こ

数
年
、
小

・
中
学
校
に
毎
年
１
５
０
人
程
度

の
帰
国

・
来
日
等
の
児
童

・
生
徒
が
編
入
し

て
き
て
お
り
、
そ
の
在
留
国
、
出
身
国
は
約

３０
ヵ
国
に
の
ぼ

っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
日
本
語
指
導
が
必
要
な
児
童
生

徒
数
は
２
６
３
人
。
在
籍
学
校
数
も
小

・
中

学
校
を
合
わ
せ
て
１
６
１
校
で
、
全
体
の
３

分
の
１
以
上
に
及
ん
で
い
る

（２
０
０
８
年

５
月
１
日
現
在
）
。
市
内
各
地
に
分
散
し
、

少
人
数
で
在
籍
す
る
学
校
が
多
く
な

っ
て
い

る
。
特
に
中
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
韓
国
か
ら

の
帰
国

・
来
日
等
の
児
童

・
生
徒
が
多
く
、

日
本
に
滞
在
す
る
期
間
も
長
く
な

っ
て
い
る
。

ど
も
の
数
も
増
え
て
い
る
。
家
庭
で
は
母
語

中
心
の
言
語
環
境
に
あ
り
、
日
本
語
で
の
会

話
は
で
き
る
も
の
の
語
彙
数
が
少
な
い
こ
と

や
母
語
を
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
て
も
読
む
、

書
く
、
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も
少
な

く
な
い
。

海
外
で
生
活
を
始
め
る
と
き
、
だ
れ
し
も

が
精
神
的
な
緊
張
と
不
安
も
抱
く
。
は
じ
め

は
、
見
る
も
の
す
べ
て
が
新
鮮
で
、
新
し
い

生
活

へ
の
期
待
感
が
ふ
く
ら
む
。
し
か
し
、

や
が
て
未
知
へ
の
恐
れ
や
、
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ

ク
を
体
験
す
る
と
、
挫
折
感
が
強
ま
る
。
そ

の
と
き
、
周
り
の
人
々
の
支
援
が
重
要
な
役

割
を
果
た
す
。
学
校
と
し
て
は
、
家
庭
や
地

域
と
連
携
し
て
、
子
ど
も
た
ち
を
温
か
く
受

け
入
れ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
当

然
だ
。

難
し
い
日
本
語
学
習

そ
ん
な
編
入
学
の
子
ど
も
た
ち
は
、
ほ
と

ん
ど
の
場
合
、
日
本
語
に
接
し
た
こ
と
の
な

い
ま
ま
学
校
に
通
い
始
め
て
い
る
。　
一
般
的

に
い
え
ば
、
小
学
校
年
齢
で
来
日
し
た
児
童

は
、
来
日
後
、
数
力
月
か
ら
１
年
半
程
度
で

日
常
会
話
が
で
き
る
場
合
が
多
い
。
し
か
し
、

教
科
の
学
習
に
お
け
る
日
本
語
の
理
解
は
難

し
く
、
話
す
こ
と
は
で
き
て
も
勉
強
は
わ
か

ら
な
い
と
い
う
結
果
に
陥
り
や
す
い
。

中
学
校
年
齢
で
来
日
し
た
生
徒
は
、
言
葉

の
問
題
や
考
え
方
の
違
い
な
ど
で
友
だ
ち
が

な
か
な
か
で
き
に
く
い
。
出
身
国
で
の
学
習

経
験
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
そ
の
知
識
や
技
能
が

そ
の
ま
ま
生
か
せ
る
わ
け
で
は
な
く
、
短
期

間
の
指
導
が
非
常
に
難
し
い
場
合
が
多
い
と

い
う
。

高
校
入
試
で
は
、
い
わ
ゆ
る

「特
別
配
慮
」

の
受
験
制
度

（辞
書
の
持
ち
込
み
や
時
間
延

長
な
ど
）
は
あ
る
も
の
の
、
高
校
入
学
後
の

教
科
の
学
習
の
理
解
は
難
し
い
と
い
う
課
題

も
多
く
見
ら
れ
る
。

そ
の

一
方
、
日
本
生
ま
れ
の
外
国
人
の
子

彩
な
支
援
体
制
も

こ
の
よ
う
な
外
国
人
の
子
ど
も
た
ち
の
受

け
入
れ
は
近
い
将
来
、
大
阪
市
だ
け
で
な
く
、

国
内
の
ど
の
地
域
に
お
い
て
も
重
要
な
教
育

課
題
の

一
つ
と
な
る
。
外
国
人
児
童
生
徒
の

教
育
を
行
う
こ
と
は
、
そ
の
子
た
ち
の
健
全

な
育
成
と
社
会

へ
の
適
応
を
図
る
う
え
で
重

要
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
同
じ

学
校
で
学
ぶ
日
本
人
の
子
ど
も
た
ち
の
国
際

感
覚
を
養
う
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
。
参
考
ま
で
に
大
阪
市
で
行
わ

れ
て
い
る
支
援
体
制
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

①
帰
国
し
た
子
ど
も
の
教
育
セ
ン
タ
ー
校

帰
国

・
来
日
等
の
子
ど
も
の
教
育
は
、
受
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け
入
れ
た
学
校
に
お
い
て
指
導
す
る
こ
と
が

原
則
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
小
学
校
４

校

（木
川
、
西
九
条
、
長
池
、
瓜
破
東
）
と

中
学
校
４
校

（豊
崎
、
市
岡
、
阿
倍
野
、
瓜

破
）
を

「帰
国
し
た
子
ど
も
の
教
育
セ
ン
タ
ー

校
」
に
指
定
し
、
在
籍
校
か
ら
の
教
育
相
談

に
あ
た
る
と
共
に
、
日
本
語

・
適
応
指
導
教

室
を
設
置
し
て
小
学
４
年
生
以
上
の
子
ど
も

を
通
級
さ
せ
、
日
本
語
の
習
得
と
共
に
自
立

し
た
学
校
生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
能

力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
の
指
導
を
行

っ

て
い
る
。

②
日
本
語
指
導
協
力
者
派
遣
事
業

日
本
語
指
導
が
必
要
な
小
学
校
１
年
生
か

ら
３
年
生
ま
で
の
児
童
に
対
し
て
は
、
在
籍

す
る
学
校
に
日
本
語
指
導
に
関
し
て
専
門
的

な
知
識

・
経
験
を
も

つ
民
間
か
ら
委
嘱
し
た

Ｈ
人
の

「
日
本
語
指
導
協
力
者
」
を
派
遣
し
、

日
本
語
指
導
の
補
助
を
通
し
て
教
職
員

へ
の

助
言

・
支
援
に
あ
た

っ
て
い
る
。
こ
の
派
遣

は
週
２
回
、
１
回
あ
た
り
１
単
位
時
間

（４５

分
間
）
で
、
派
遣
回
数
は
２５
回

（約
３
カ
月

間
）
と
な

っ
て
い
る
。

③
通
訳
者
派
遣
事
業

学
校
と
子
ど
も

・
保
護
者
と
の
意
思
疎
通

を
図
る
た
め
、
学
校
に
申
請
に
基
づ
い
て
民



間
か
ら
登
録
し
て
い
る

「通
訳
者
」
を
学
校

に
派
遣
し
て
い
る
。
登
録
通
訳
者
は
、
現
在
、

Ｈ
言
語

（中
国
、
韓
国

・
朝
鮮
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
ペ
イ
ン
、
タ
イ
、
ベ

ト
ナ
ム
、
英
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

ロ
シ
ア
、

ス
リ
ラ
ン
カ
）
で
、
約
６０
人
。

④
教
育
相
談
窓
口

教
育
委
員
会
指
導
部
に
、
帰
国

・
来
日
等

の
子
ど
も
の
教
育
に
関
す
る

「相
談
窓
口
」

を
設
置
し
て
教
育
相
談
員
を
配
置
し
て
い
る
。

担
当
指
導
主
事
と
教
育
相
談
員
が
、
児
童

・

生
徒
の
編

・
転
入
学
を
は
じ
め
、
帰
国

・
来

日
等
の
子
ど
も
の
相
談
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
や
各
事
業
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
に

あ
た

っ
て
い
る
。
ま
た
帰
国

・
来
日
等
の
子

ど
も
を
受
け
入
れ
た
学
校
の
教
職
員
か
ら
の

相
談
も
受
け
て
助
言
を
行

っ
て
い
る
。

⑤
教
材
や
資
料
等
の
作
成

学
校
の
受
け
入
れ

マ
ニ
ュ
ア
ル

「
帰
国

・

来
日
等
の
子
ど
も
の
教
育
を
す
す
め
る
た
め

に
」
を
は
じ
め
、
保
護
者
用
学
校
案
内

「
よ

う
こ
そ
大
阪

へ
」
、
学
校
連
絡
対
訳
文
書
、

日
本
語
指
導
教
材

「
ワ
ク
ワ
ク
に
ほ
ん
ご
」

「続
ワ
ク
ワ
ク
に
ほ
ん
ご
」
と
そ
の
対
訳
集
、

社
会
科
対
訳
補
助
教
材

「
日
本
の
あ
ゆ
み
と

世
界
」
「
日
本
の
地
理
と
産
業
」
、
理
科
第
二

分
野
対
訳
補
助
教
材

（
い
ず
れ
も
中
国
、
韓

国

・
朝
鮮
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、

ス
ペ
イ
ン
、
タ
イ
、
英
の
７
カ
国
語
対
訳
）

等
を
作
成
し
て
、
各
学
校
に
配
布
し
て
い
る
。

⑥
母
語
支
援
の
教
室

さ
ら
に
低
年
齢
で
来
日
し
た
外
国
人
児
童

・

生
徒
の
中
に
は
、
日
本
語
の
習
得
と
共
に
母

語
を
忘
れ
、
保
護
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
十
分
に
取
れ
な
く
な

っ
て
し
ま
う
こ
と

も
少
な
く
な
い
。
来
日
間
も
な
い
児
童

・
生

徒
は
、
所
属
す
る
学
級
や
日
本
語
学
習
の
場

に
居
場
所
を
見

つ
け
ら
れ
な
い
な
ど
、
不
安

や
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る
こ
と
も
多
い
。

こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
、
帰
国

・
来
日

等
の
児
童

・
生
徒
の
母
語

・
母
文
化
の
保
持
、

伸
長
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
を
支
援

す
る
た
め
に

「
帰
国
し
た
子
ど
も
の
教
育
セ

ン
タ
ー
校
」

に
お
い
て
、
母
語
支
援
教
室

（中
国
語
、
韓
国

・
朝
鮮
語
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
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語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、

ス
ペ
イ
ン
語
、
タ
イ

語
）
を
開
設
。
さ
ら
に
そ
の
学
習
成
果
を
発

表
す
る
場
と
し
て

「中
国
語
弁
論
大
会
」
や

「
ワ
ー
ル
ド
ト
ー
ク
」
な
ど
を
開
催
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
交
流
を
進
め
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
外
国
人
生
徒
の
進
路
指
導
や
進

路
先
と
の
連
携
を
図
る
た
め
に

「
多
文
化
進

路
ガ
イ
ダ

ン
ス
」
や

「
中

・
高
連
絡
会
」
を

開
き
、
進
路
情
報

の
提
供
や
個
別
相
談
に
応

じ
て
い
る
。

人
間
尊
重
の
社
会
を

日
本
の
学
校
風
土
に
は
、
異
質
な
も
の
を

排
除
し
て
い
く

「閉
鎖
性
」
の
問
題
は
確
か

に
あ
る
。
し
か
し
、
「
閉
鎖
的
」
と
い
わ
れ

な
が
ら
も
、
欧
米
と
は
違

っ
て
、
人
間
関
係

が
親
密
で
、
温
か
い
地
域
共
同
体
の
よ
さ
も

残

っ
て
い
る
。
日
本
の
教
師
た
ち
は
、
家
庭

訪
間
を
重
ね
、
各
家
庭
の
暮
ら
し
を
知
り
、

密
接
な
交
流
を
通
し
て
社
会
の
姿
を
学
ん
で

き
た
歴
史
も
あ
る
。

大
阪
市
の
公
立
学
校
に
は
、
韓
国

ｏ
朝
鮮

籍
の
子
ど
も
た
ち
が
多
く
学
ん
で
い
る
が
、

大
阪
の
教
師
た
ち
も
こ
れ
ら
の
子
ど
も
た
ち

の
教
育
課
題
を
追
求
す
る
教
育
運
動
を
１
９

６
０
年
代
か
ら
活
発
に
繰
り
広
げ
て
き
た
。

６５
年
に
は

「大
阪
市
外
国
人
子
弟
教
育
研
究

協
議
会

（大
阪
市
外
協
と

が
、
市
の
委
託

事
業
と
し
て
発
足
。
多
文
化
共
生
教
育
を
め

ぐ
る
教
師
の
役
割
は
大
き
く
、
公
立
学
校
の

教
員
任
用
問
題
を
め
ぐ

っ
て
も
長
い
間
、
論

議
が
重
ね
ら
れ
、
現
在
、
大
阪
府
で
は
約
１

０
０
人
の
在
日
韓
国

・
朝
鮮
人
、
在
日
中
国

人
の
教
員
が

「常
勤
講
師
」
と
し
て
公
立
学

校
の
教
壇
に
立

っ
て
い
る
。

帰
国

・
来
日
等
の
子
ど
も
の
教
育
は
、
人

間
尊
重
の
教
育
を
深
化
、
充
実
さ
せ
、
今
日

求
め
ら
れ
て
い
る
国
際
理
解
教
育
の
核
を
な

し
て
い
る
。
大
阪
市
教
育
委
員
会
は
、
国
際

人
権
都
市
大
阪
と
し
て

「共
生
社
会
」
の
実

現
に
む
け
た

「在
日
外
国
人
教
育
基
本
方
針
」

を
策
定
し
て
い
る
が
、
子
ど
も
た
ち
の
間
で

国
際
協
調
の
精
神
を
は
ぐ
く
ん
で
い
く
こ
と

が
大
切
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

異
な
る
人
た
ち
を
受
け
入
れ
な
が
ら
、
共

生
し
て
い
く
こ
と
。
そ
れ
こ
そ
が
も

っ
と
も

人
間
ら
し
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
を
中
心
に

お
い
た
教
育
を
実
現
し
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
で
、
教

育
を
考
え
る
と
き
に
は
、
多
文
化
共
生
は
常

に
最
優
先
と
し
て
考
え
て
い
く
べ
き
こ
と
だ

ス
７
つ
。
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